
宮城県の取組についてご紹介 

  

新緑が美しく，気持ちのよい季節となってまいりました。本校の児童生徒は，学校の生活リズムに慣れ，様々な

活動に元気に取り組んでおります。本校ではそよがぜ相談を行っておりますが，徐々にお電話をいただくことが増

えてきました。就学に向けた相談や支援方法についての相談など様々です。また，県の事業としての取組もしてお

りますので，活用いただければと思います。 

 

 

 

■特別支援学校のセンター的機能の強化（特別支援教育総合推進事業） 

 特別支援コーディネーターが，地域及び学校種・障害種に応じた対応が 

できるように相談支援を行っています。電話での相談や，学校を訪問して 

お子さんの様子を見させていただいた上で，支援についてお話をしていま 

す。また，相談に限らず，地域の学校での研修会も行っています。 

 

■発達障害早期支援事業（対象は幼稚園、保育所等となります）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「気になる子」への早期発見，早期支援のための相談を行っています。近年，幼稚園，こども園，保

育所からの相談が増えてきました。 

 

支援部だより 

そよかぜ 
第２号 令和３年 ５月１３日 

宮城県立迫支援学校 支援部 

文責：髙橋祐美子 


